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水田土壌の可給態ケイ酸評価法

1 .はじめに

ケイ酸が水稲の健全な生育及び安定収量の確保

に大きく寄与することは広く知られている。これ

は葉身の直立化による受光態勢の改善，気孔開度

の低下による過剰蒸散の抑制 1) 葉の老化に伴う

クロロフィル含量減少の抑制 1) 同化葉面積の増

加 2)などに伴う光合成効率の向上，耐病虫害性の

向上，根活性の向上などが大きな要因 1) として考

えられている。ところが ケイ酸質資材は米増産

時代である 1960年代後半に全国で130万トン程度

消費されていたが 1980年代前半には約65万トン

程度となり， 1990年代に入ると50万トンを切るま

でに消費が落ち込み 施用量の大幅な減少がみら

れる 3)。しかし 先にも述べたように水稲の健全

な生育にはケイ酸質資材の施用が必要で、あり，特

に日照不足4)，極端な高・低温5)などの異常気象

条件時にはその被害を軽減する効果が大きいこと
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が明らかであり 従って 水稲にケイ酸質資材を

施用することは 高品質な米の安定的な供給に必

要不可欠であると考えられる。

そこでケイ酸質資材を効率的に活用するために

水稲に有効な土壌中のケイ酸(土壌可給態ケイ酸)

を評価する方法が必要となるがその方法として，

酢麟繍液で抽出する今泉・吉田法 6)が長年にわ

たり広く使われてきていた。しかし，この方法は

適用範囲が狭いためケイ酸質資材を多施用した水

田での利用が困難で、ある。この改善策として水稲

の栽培環境である湛水還元土壌から得られる水溶

性ケイ酸に注目し，湛水保温条件で溶出してくる

ケイ酸を定量する湛水保温静置法7)が一般に用い

られるようになった。この方法は、風乾細土10g

を100ml容ポリエチレン製容器(以下，ポリビン

とする)に計りとり 蒸留水60mlを加え，軽く振

り混ぜて脱気し，密栓して40
0

C，1週間の保温静
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置培養後，表面水の水溶性ケイ酸を定量するもの

であるが，この方法では湛水静置培養期間が 1週

間必要になるため 現場の土壌診断で求められる

迅速性および多検体の連続処理に適しにくく，こ

れらの問題点を解消する簡便な評価方法の開発が

望まれていた。こうした状況の下，簡便で迅速な

土壌可給態ケイ酸の分析法が全農営農・技術セン

ターおよひ清手岡県農業試験場(以下，静岡農試と

する)により開発されたので報告する。

2. リン酸緩衝液抽出法による

土壌可給態ケイ酸の評価

リン酸緩衝液抽出法は土壌に吸着されているケ

イ酸をリン酸によって置換・抽出し，アスコルビ

ン酸で還元し比色法により定量する方法であり，

全農営農・技術センターの水落ら 8)により開発さ

れた。この分析方法について現地ほ場の土壌診断

への適用性を検討した。

1 )試験方法

静岡農試での水稲 1 シヒカリ"を栽培する水

田(本場加茂，本場三ヶ野，高冷地分場)におい

て(表 1) ，収穫跡地の土壌可給態ケイ酸含量お

よび成熟期の稲体ケイ酸含量を測定し，土壌可給

表 1. PB 1および 2法の試験区構成

態ケイ酸含量と稲体ケイ酸含有率の関係を明らか

にし，土壌診断への適用性を検討した。

今回開発されたリン酸緩衝液抽出法(以下， PB 

1法とする)による土壌可給態ケイ酸含量の定量

方法は以下のとおりである。風車Z細土 5gを100ml

ポリビンに計りとり Jrll出液で、ある0.02Mリン酸

緩衝液を50ml加える。そのポリビンを40
0

Cの恒温

槽に入れ， 0， 30， 60， 120， 180，240， 300分ご

とに振り混ぜ， 5時間かけて抽出する。なお，振

り混ぜ、はポリビンを10回上下逆にすることで行

い，必要以上に激しく振り混ぜない。 JrllJ~:H後，ろ

過 (No.6) し，試験管にろ液 1ml，蒸留水 7ml， 

0.25M塩酸3ml. 10%モリブデン酸アンモニウム

溶液1.6ml，20%酒石酸溶液 2ml，2 %アスコル

ビン酸溶液 4ml加え， 10分以上静置する。静置後，

5時間以内に波長810nmで、吸光度を測定し，あら

かじめ作成しておいた検量線と比較しケイ酸含量

を測定する。また 操作を迅速化するために抽出

時間を短縮したリン四銭選衝液抽出法(以下， PB 2 

法とする)はPB1法の抽出操作のうち，抽出温度

を80
0

Cに，抽出時聞を30分に，振り混ぜ、回数を 0，

30分の 2回に変更した方法である。なお，各水田

試験区No. 水田名 場所 土 壌 群 施用資材/10a

本場加茂水田 磐田郡豊田町中粗粒灰色低地土 なし

稲わら1t

稲わら堆肥2t

堆肥2t+ケイカル200kg

5 本場山ケ野水田磐田市 細粒灰色低地土 なし

ケイカ jし100kg

7 高冷地分場水田御殿場市 厚層腐植質多湿黒ボク土 なし

ケイカ jレ100kg

表 2圃 PBlおよび 2法による土壌可給態ケイ酸含量と稲体ケイ酸吸収量および、稲体ケイ酸含有率

試験区No. pH(H20) 土壌可給態ケイ酸含量 稲体ケイ酸l吸収量 稲体ケイ酸

mg/100g 乾土 g/m2 含有率

酢酸緩衡液法 PB1法 PB2法 わら 籾 % 

l 5.2 5.3 1.6 2.1 27.3 11.8 39.1 6.4 

2 5.2 6.4 2.8 3.5 46.6 14.7 61.3 8.3 

3 5.2 8.1 2.8 3.9 47.6 14.7 62.3 8.7 

4 5.9 127.2 6.0 7.3 58.8 17.6 76.4 11.4 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-- - ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 『 目 』 ー ー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一ーーーーーーーーーーー

5 5.6 23.8 7.4 8.5 55.4 21.3 76.7 10.3 

6 5.7 25.3 5.7 6.2 63.7 28.1 91.8 10.5 

7 5.9 122.8 45.2 42.8 70.5 22.6 93.1 15.0 

8 5.9 138.0 51.7 49.2 79.5 24.8 104.3 14.1 
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の試験区は表 1のとおりである。

2 )試験結果

土壌可給態ケイ酸含量の分析値は，従来法であ

る酢酸緩衝液法ではケイ酸質資材施用区および黒

ボク土区で分析値が高く(表 2) 土壌可給態ケイ

酸含量と稲体ケイ酸含有率の聞には高い相関関係

は見られなかった。

リン酸緩衝夜抽出法による土壌可給態ケイ酸含

量の分析値は，灰色低地土区でPB1および 2法

とも分析値が高くなるにつれ稲体ケイ酸含有率も

高まっているが黒ボク土区ではPB1および2法

の分析値ほど稲体ケイ酸含有率が高まっておらず

(表 2)，PB 1および 2法による土壌可給態ケイ酸

図 1. PB 1法における土壌可給態ケイ酸
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図 2. PB2法における土壌可給態ケイ酸
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含量は稲体ケイ酸含有率を十分反映しているとは

考えられなかった。そこで 黒ボク土を除き灰色

低地土のみで土壌可給態ケイ酸含量と稲体ケイ酸

含有率の関係を検討したところ， PB 1および2法

とも比較的高い相関関係 (PB1 : r 2=0.80， PB 

2 : r2=0.82)が見られた(図 1，2)。このこと

から，灰色低地土においては，ケイ酸質資材施用

の有無を問わず PB 1および 2法はともに土壌可

給態ケイ酸を評価する方法として有効で、あり，土

壌診断への適用性があるものと考えられた。

3. リン酸緩衝液抽出法の

迅速および簡便法の検討

PB 1および2法が灰色低地土で土壌可給態ケイ

酸を評価する方法として有効であることが示唆さ

れたが， PB 1法は抽出時間が 5時聞かかり，迅

速性と多検体の連続処理を必要とする現場の土壌

診断には適しにくく また PB 1および2法とも

抽出温度が40ないし80
0Cで恒温槽などを使用し

ないと温度を一定に保ちにくく 現場の土壌診断

で活用する際の問題点になることが予想される。

この問題点を解消するため抽出時間および抽出温

度をさらに変更し 土壌可給態ケイ酸の評価法と

しての有効性を検討した。

1 )試験方法

抽出法のうち，抽出温度を恒温槽などを用いな

くても比較的一定に保つことが容易で、あると判断

される 100
0

Cに上げ，抽出時間を10分に短縮し，

抽出中に行う振り混ぜ、を o. 10分後の 2固に変更

した方法(以下 PB3法とする)で収穫跡地の土

壌可給態ケイ酸含量と稲体ケイ酸含有率の関係を

検討した。試験場所は静岡農試本場加茂水田で，

供試品種はコシヒカリである。試験区の構成は表

3のとおりである。

表 3回 PB3法の試験区構成

試験区No. 試験区 ケイカル施 用量

kg/10a 

9 OSi (対照) 。
10 100Si 100 

12 200Si 200 

13 300Si 300 

14 400Si 400 
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2 )試験結果

PB3法による土壌可給態ケイ酸の分析値はケイ

酸質資材施用量が多くなるにつれ高くなり，稲体

ケイ酸含有率も施用量が多くなるにつれ高まって

おり， PB 3法による土壌可給態ケイ酸含量と稲体

ケイ酸含有率の関係を検討したところ，高い相関

関係 (PB3 : r 2=0.95) が見られた(図 3)。乙

図 3.PB 3法における土壌可給態ケイ酸
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のことから， PB3法は灰色低地土において土壌可

給態ケイ酸評価法として有効で、あり，また，抽出

温度は一定に保つことが容易であると判断される

100
0

Cであるため恒温槽などの装置を必要とせず，

抽出時間も10分と短い。このことから，迅速かっ

多検体の連続処理を必要とする抑揚の上壌診断に

適していると考えられるので普及性の高い分析

法であると思われる。

4. まとめと今後の課題

リン酸緩衝液抽出による土壌可給態ケイ酸の分

析法はPBl (抽出温度40
0

C，抽出時間 5時間)， 

PB 2 (抽出温度80
0

C，抽出時間30分)， PB 3 (抽

出温度100
0

C，抽出時間10分)とも静岡県中西部

地域に広く分布している灰色低地土において ケ

イ酸質資材施用の有無を問わず土壌可給態ケイ

酸の評価法として有効で、ある。特に， PB3法は抽

出温度が恒温槽などを用いなくても一定に保つこ

とが容易であると判断される 100
0

Cで，抽出時間

も10分と短いため 現場の土壌診断への普及性が

高いと思われる。

しかし，この分析方法は灰色低地土以外の土壌

群への適用性が明らかになっていないため，今後，

灰色低地土以外の土壌群への適用が可能で、あるか

どうか，また，コシヒカリ以外の品種への適用が

可能で、あるかどうか検討する必要がある。

さらに，今回開発された分析方法が土壌診断に

利用されるためには，さまざまな環境条件，栄養

条件，土壌条件で栽培された水稲とその土壌の分

析データを数多く蓄積し 水田土壌の改善基準値

を設定することが重要で、あり そのことによりケ

イ酸質資材の利用が促進され高品質で安定多収

の水稲栽培が期待されるものと考えられる。
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「米作日本一」以降の多収研究

農業技術開発の根底には収量水準の向上があ

り，試験研究もこれを意識して行なわれている。

しかし，我国においては昭和45年の水稲生産調整

開始以降，水稲の目標とする研究は肩身が狭くな

っている。 以下では「米作日本一J以降ほほ:20年

間の研究・調査の結果をいくつか紹介したい。

水稲の収量限界向上に関する研究

米の自給がほぼ達成された昭和30年代後半，水

稲収量の伸びが停滞した。農水省は昭和41年から

4年間全国の地域農試を総動員して「水稲収量限

界向上に関する研究Jを行なった。その中で各地

域における多収の可能性とその栽培法を検討し

た。乙の研究が終了した翌年から生産調整が始ま

ったのは皮肉であるが 研究成果はその後の研究

に活用されている。

高収水稲の形態・機能の特徴

高収水稲が備えている形態や機能上の特徴は後

述する様に地域性があるが，共通しているものも

あることが明らかになった。

①高収水稲の形態は早播き，早植え，密植な

どによる初期の生育量の確保によって作られる。

②高収水稲の形態は|二位葉が短かく，直立型で

表 1.地域別高収条件

ホクレン農業協同組合連合会 (JAグループ)

管理本部役員室

農学博士 関 矢 信一郎

施肥により受光態勢が劣化しにくい品種により形

成されやすい。

③干早が太く比較的短稗で耐倒伏性の強い稲から

作られる。

④700-800kg/10aの収量はm2当りの穂数が400，

籾数が3.5-4.5 X10 ~ ，登熟歩合80%で達成される。

⑦出穂期のLAIは 5-8程度である。

⑥下位葉の枯上りが少ない。

⑦地下部の老化が少ない。

この様な形態と機能を持つ品種の選択と，これ

に適合する栽培技術で実行されたのが高収水稲で

ある口

高収水稲の地域性

表 1に高収水稲の地域性を示した。

収量水準は700-900kg/10a，当時の平均収量の

180%程度とした。この水準の収量を可能とする

品種が各地域において揃っていた訳ではないが，

具備すべき特性は示されている。 地域性を見ると

穂数・籾数など収量構成要素は北ほど高く，全

量・稗長， LAIなどは南ほど多くなっている。

栄養条件では，各地域とも葉身窒素濃度が高く

経過し，生育後期でも2.5%以上となっている。

工子社竺 北海道 東 北 関 東 北 陸 東 海 中 国 北九州|

目標収量 (kg/10a) 700-800 850-900 750-800 700-800 700 750 700-750 

ゴ人ニ 主主=旦主 11 1，450 1，800 1，700 1，600 1，750 1，900 1，780 

もみ・わら比 1.3 1.2 0.9 1.3 0.9 1.0 1.0 

出穂期 IAI 4-5 5.5-6 9.5 5.5-6.5 7 7-9 6.8 

葉身N濃度 幼形 3.9 3.0 2.9 3.4 2.5 2.4 2.9 

(%) 出穂 3.2 2.4 2.3 2.9 2.7 2.3 2.6 

収穫 1.1 1.6 1.2 1.3 1.9 1.1 1.3 

登熟期N吸収剖合(%) 15-20 20 30 20 10 18 30 

(技会，研究成果 49: 1971) 
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窒素I及収パターンも同様で、，出穂後に20~30%

吸収されている。収穫時の吸収量は800kg/10aレ

ベルで13~20kg ，北は少なく南で多くなってい

る。これは窒素の生産効率が南ほど低いことを示

すが，従来の数値に比べると両者の差は小さくな

っている。

施肥法

昭和30年代後半から後期栄養が重視され，所謂

後期追肥が取り入れられたことについてはすでに

玄米100kg当りの三要素要求量を，窒素 リン

酸カリで， 2-1-3.3kgとすれば， 800kg，では

16-8-26.4kgとなる。土壌から 8kgの窒素が供

給されるとし，利用率50%とすれば16kgの施用が

必要となる。この 3分の 2から 2分の lを基肥と

し，残りを 2~4 回に分けて施用するのが標準的

で、ある。

表 2に各地域の基本型を示した。

施肥と表裏である上づくりには，米作日本一に

述べた，このプロジェクトの中でも，後期栄養・ おけるような多労を前提とするものは少なく，稲

後期追肥の解析が行なわれた。すなわち 基肥を わらと珪カル・熔リンの施用が堆肥に代っている。

表 2.各地域の多収のための施肥体系(窒素) 削除・/10a)

t由 かえ 目標収量 基肥活着肥つなぎ11目

北海道(肥) 700 6-8 

(痩) -800 10-12 

東北 850 

-900 

関東 750 11.3 2 

-800 

東山 800 11 

-900 

北 陸 700 4-6 4 

-800 

東海(平坦) 700 12-13 

(山間) 800 13 

-900 

中国 750 4 3 3 

九州(早期) 750 8 1-2 

(普通) 8 0-1 

減らし，穂揃期頃迄追肥を続けることにより，登

熟性の向上が可能で、あることを理論的に裏付け

た。基肥の減量は無効分けつを制御し，過繁茂を

防止すると共に，下位節聞の伸長を妨げる。穂肥

の施用法として過繁茂を防ぎつつ一穂籾数を増加

させる時期と量とが検討された。

減数分裂期(出穂約10日前)以降の追肥は葉身

の窒素栄養を確保し，登熟性の向上に有効で、ある

ことが認められた。一方 当時一部で行なわれて

いた出穂後の追肥の効果は認められない場合が多

かった。

穂 11巴 実 JI巴 唯 JI目

(幼形) (Jt葉) 穂揃 t'l!tA忠後 など

4 10-12 1，000 

4-6 10 1，000 

8-16 後期

重点

2 15.3 

11 

3 3 (必要に応じ) 11-13 
r一一一一一一J

6-8 18-22 

5-6 18-19 

3-4 3-5 16-18 

3 3 15-16 

3 3 14 

(技会，研究成果 49: 1971) 

多収事例の収集

農水省は超低コスト生産の環として超多収を

想定するプロジェクトを行なった。この中で水稲

多収事例を収集している。 以下にその事例を紹介

する。

東北地域

東北農試は東北地域の国公立農試における700

kg/10a以上の多収例を昭和51年から60年迄につい

て収集した。

事例数は402，そのうち800kg/10a以上は225で、

あった。
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表 3. 東北地域における多収事例の平均値

口口口 種
収量 葉身窒素濃度(%)

kg/10a 幼形J剖 出穂期 収穫期

jノL二 体 855 2.09 1.46 0.77 

アキヒカリ 855 2.28 1.58 0.85 

キヨニシキ 861 2.09 1.63 0.73 

ササニシキ 818 1.26 1.21 0.49 

特徴をまとめてみると(表 3)， 

窒素 l吸収量 (Nkg/10a) 

幼形W~ 出穂期 収穫期

10.08 14.94 19.02 

9.77 15.18 19.81 

12.21 16.98 19.32 

7.75 10.55 14.58 

90， m2当り籾数4.7X104，登

熟歩合82%，千粒重22.2gで

ある。

②窒素吸収量は収穫時19

kg/10a，幼m矧 10.1，出穂期

14.9kgで、ある。また，葉身の

窒素濃度は幼形期2.09%，出

穂期1.46%であった。

(技会，研究成果 275 : 1992) ③900kg以上で、は，籾数が多

くなり，登熟性が低下する。窒素I及収量は著しく

①品種はアキヒカリが多く，キヨニシキ，ササ 多くなり，窒素の生産効率は更に低下する。

ニシキ， トヨニシキの事例がある。 800kg以上で、

は，モミ・ワラ比1.3，m2当り穂数500，一穂籾数

表 4.代表的な施肥体系

穂 肥

④土壌型は各農試圃場でグライ土，灰色低地土，

黒ボク土が多い。いずれも稲わら全量かそれに相

(800kg/10a) 当する堆肥が施用され，土壌

実 肥
診断に基づいて土壌改良資材

場 所 日Iコ日 種 基肥活着肥つなぎ肥
幼形止葉 穂揃出穂後 が投入されている。

アキヒカリ 7 2 2 11 

手大 田 秋田 39 7-9 2 2 2 11 
L一一一一一一一、

アキヒカリ 7-8 2-7 10-13 

⑦方制巴法の代表的なものを

表 4に示した。また表 5に農

家や現地実証試験の結果を示

した。
山 形 トヨニシキ 4 2 

(本場) アキチカラ 7 3 2 

吐| 形 キヨニシキ 4 2 

(置賜) 山形 22 6 2 2 

福 島 アキヒカリ 7 

(冷試) ササニシキ 6 

はなの舞 8 

表 5. 多収農家の施肥体系事例

場 所
口l二1l l 種

基 JI巴収 量

青森(柏村) アキヒカリ 0.8 

(H百59) 1，008 

(田倉館村) つがるおとめ 5-6 

(現況) 650 

秋田(各地) あきた39 7-9 2 

(活着)

山形(農試) 山形22 11 

(11百61) 1，000 (緩効性 8)

山形(庄内) ササニシキ 4.5 2.2 

(昭52，61) 750 

4.5 (1.5) 

山形(高畠町) ササニシキ 1 (+豚ふん

(11百60) 800 堆肥1.5t)

2 2 

2 

2 2 

2 2 

2 

2 2 

2 

つなぎ肥 手恵

6 

10 

14 

10 北陸詐也域

14 

2 11 

10 

10 

北陸農試では昭和62年，普

及所へのアンケート調査によ

って多収事例を収集した。こ

(東北農試:1992より) こでは!コシヒカリ540kg/10a

(N均/10a)

月巴 実 肥 備 考

1.4 相馬氏

(深層 35) (穂肥)

* * * * 市町村平均

収量日本一級

2 2 実証試験

幼形 減分

5 2 1.5 耕深20-25cm

(-30) (-15) (-2) 堆肥 2t

(1) 1-2 1 10 米づくり庄内

(1-2回) (穂揃) (競作田の平均)

(1~3) 7 12 

(2~5回)

2 4.2 1.8 佐竹氏，追肥

(2回) (4回) ( 2回) は有機化成

( )は追肥l時期， (-35)は出穂前35日 *は調査中
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以上の186例が集められたが，このうち660kg以上

の14例についてまとめてみる。

①北陸地域に分布する殆んどの土壌型から出現

し，作土の土性にも一定の特徴は認められない。

耕深は12~18cm 平均15cmで、あるが9cm以下，

19cm以上の例もある。

②有機物施用は稲わら全量還元が多く，堆肥は

殆んど施用されていない。珪カルなどの土壌改良

材はほぼ毎年施用されている。透水性・水持ちは

ほぼ中庸である。本暗渠，補助暗渠は無い方が多い。

③方制巴法としては，基肥o~ 7 kg/10a ，追肥2

~ 4kgのfJIJが多く，根付肥はほぼ半数の事例で施

用されている。つなぎ肥以降は葉色診断により，

時期や回数を調整している。穂肥は 1~3 回， 2， 

3聞の事例が多く， 1回1~ 2kgで、ある。実肥も

ほぼ半数の事例において 1~2kgを 1 回施用して

t)る。

④水管理(中干し)はほぼ全ての事例で実施さ

れており，溝切りも同様で、ある。

北陸農試ではこの調査を基にいくつかの農家に

ついて追跡調査を行なった。表 6に施肥体系を示

した。

農家問の差は大きいが， B農家を除けば11~15kg 

の窒素を 5~9 回に分けて施用しており，実肥も

2~3 回と多い。いずれも葉色診断に基づいて施

表 6.北陽也域の多収農家の施肥体系
( 1 ) 

農 家 基 ij~ 根ツケ肥 ツナギ 事恵

用しており，これは葉色診断が多肥をもたらす側

面のあることを示している。

収量水準は660~720kg/10aで、必ず、しも高くない

がアンケート調査とほぼ一致している。なお米質

は実肥の影響もあり B農家を除きやや低い。

最後に高収県長野の事例を挙げて置く。県南の

この地区では例年コシヒカリ 800kg/10aの収量を

上げているが，この年は苗質が不良で初期生育が

劣り，穂数不足から低収に終った。構成要素はm2

当り穂数392，籾数3.8X10'1，登熟歩合88.5%で

760kg/10aで、あった。ここでの施肥法は多量の窒

素の3分の lを基肥とし，残りを穂ばらみ期に施

用するのが特徴である。

上記の二地域は従来から多収地域とされてい

た。今回の多収事例を昭和]40年前半に実施された

「水稲収量限界向上に関する研究jにおいて取り

まとめられた地域毎の多収条件と対比してみると

①収量水準はほぼ目標値に達している。

②収量構成要素もほぼ目標値に近い。

③品種は交替しているが，特に多収品種だけで

はない。

④土づくりはむしろ後退している。

①方倒巴法は全量が増え，後期重点の多回数施肥

が行なわれている。

(kg/l0a) 

JJ巴 実 日巴 回数

A 3.3 1.2 1.2+1.2+1.2+1.2 1.5+2.1+2.1 15.0 8 

B 3.6 3.0 1.0 

C 2.1+2.2 0.7 1.1+2.4 1.4+0.9 

D 3.6 2.4+1.2 1.7+1.8 1.8+1.8+0.9 

E 1.2+4.9大 1 1.2+1.2 0.8 1.5+1.8+1.5 1.2+1.8+1.5 

F非 6.0 5.0+4.0+5.0 

(表層) (-22) (-17) (-12) * 2 
L一一一一一一

吋:醗酵けいふん，ワ:出穂前日数 非: (信州大:北陸作物学会報， 1992) 

(2 ) 

農家 所在地 土 壌 型 備 考 収量 (kg/10a)

A 白根市 細粒グライ土 側条施肥 690 

B 堀之内町 11 500kg牛ふん堆肥 720 

C 広神村 中粗粒強グライ土 側条施肥 680 

D 入善町 機質灰色低地土 665 

E 11 1/ 660 

F# 伊那市 760 
一一一 (技会，研究成果275: 1992) 

7.6 2 

10.8 5 

15.3 7 

18.6 9 

20.0 3 
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「超多収品種の開発」 表 7. 各地域の栽培試験における年次ごと，グループごと最多収事例

「超多収」プロジ

ェクトでは高収の外

国品種及び本プロジ

ェクトで育成したジ

ャポニカーインディ

カ (日印)交奈勝重を

供試し，各地域農試

で栽培試験を行なっ

た。表 7に昭和56年

から63年迄の各年次

における最高収量を

掲げた。

平均でみると北海

道・東北地域では外

国品種が最高収量と

ならないのに対し，

関東以南の地域では

外国品種が高位を占

めており，北闘也域

では育成品種が高収

年 次

寒地(北海道)育
ーーーーーーーーーー『【『【ーーーーーー

東 北 ( 比 )

育

寒冷地

北陸(比)

育

rP 
ーー一ーー一『ーーーー【【ー【【ーーーー

関東(比)

育

ド11

ヰI 国(比)

育

I:P 
ーーーーーーーーーーーーーーーー】---

暖地 四 国(比)

育

印

九州(比)

育

印

精玄米収量 (kg/10a)

5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 平均

598 902 703 898 736 654 636 699 728 
【目回目自由ーーーーーーーーーーー-- - --ーー一ーーーーー『一一一 一一一一一一ー-ー一一一一一一ーーーーー-ーーーーーー】ーー

667 653 716 771 741 687 786 860 735 

655 697 739 789 754 799 875 877 773 (105) 

573 657 684 653 755 719 695 677 

625 793 718 857 798 827 768(113) 

566 690 582 _s1互 668( 92) 
ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 】 』 ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 ー ー ー ー ー 【 目 【 目 【 ---ーーーー

602 581 500 600 560 582 550 568 

627 607 598 五皇皇(107)

641 605 575 856 730 709 817 674(119) 

895 608 639 643 619 669 592 610 625 

740 774 789 747 766 754 742 760(122) 

950 861 778 863(138) 
【【四回ーーーーーーーーーーーー-ー』ー-ーー一一一一一ーーーーーーー回目-- - --ーーーーーー-- - --ーーーーーー一一一一一ーーーー【自由

638 654 606 633 642 672 715 638 

744 703 737 769 767 780 780 

962 1010 920 928 883 875 863 843 

713 623 473 740 

726 537 824 

885 763 649 685 924 

-比:比較日本品種 育:育成系統 印:半矯性インド型品種

( )内は対比較品種

.アンダーラインはグループごとの最多収事例

(平成元年度:超多収推進会議資料)

650 

754(116) 

875 (135) 

639 

696 (109) 

781 (122) 

を上げている。これ 表 8.超多収稲の施肥法 (N kg/l0a) 

は，暖地では，外国品種の

導入で高収が可能で、あるに

対し，寒冷地では日印交雑

の品種が必要で、あることを

示している。また，従来観

察されていた収量水準の東

高西低は日本品種栽培下で

の傾向とみるべきであろう。

日本品種・外国品種を通

じ，早植え，密植，多肥が

多収稲の共通条件とされて

いる。

外国品種は日本品種に比

べ，出穂前の乾物生産量が

多く，最終乾物量はさほど

大きくならない。しかし，

穂への移行率が高くこれに

より高収となっている。養

分吸収量はいずれも増加す

るが，窒素に比べリン酸・

農試
品種 基 肥 つなぎ肥
収量

北海道 北海 258 16(4表層)

(札幌) 750 

東 北 奥羽 326 7 2 3 

(大曲) 900 (穂首)

111 Jf:1 奥羽 326 6 2 2 2 

(置賜) 900 (活着) 分けつ穂首

農研 関東 145 12 

センター 900 

(つくば) 外国稲 12 

900~1 ， 000 

北 陸 北陸 129 7 

800 

中 国 アケノホシ 8 

750 

四 国 アケノホシ 6 3 

750 分けつ

外国稲 6 3 

800 !! 

九 州、| 西海 7 

850 

(早植) アケノホシ 7 

800 

外国稲 7 

800~900 

( ) :追肥時期， (-15) :出穂前15日

穂 肥 実肥 計

1.5 2.5 3.0 23 

幼 (-18)(-10) 

3 2 3 20 

幼形減分 出穂

2 2 2 18 

幼形穂苧 穂揃

3 3 18 

(-20) (-10) 

4 4 20 

(-20) (-10) 

2 2 2 13 

幼形減分穂字

3 3 14 

(-25) (-15) 

3 3 3 18 

幼形 減分 穂揃

3 3 3 18 
!! !! !! 

8 15 

幼形

8 15 
!! 

8 15 
!! 
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カリの増加が著しい。このようなことから，施肥

法としては基肥を減らさず，穂肥を分けて施用し

ている。表 8に各地域の代表的な施肥体系を示し

た。

~ '1ずれも当時の基肥及び追肥のそれぞれに増肥・

したもので体系としては大差ない。ただ，農研セ

ンターの例では， 18Kg/10aの全量基肥で800kg/

10a水準の収量を示す品種もあった。なお，各地

域農試ほ場の土壌はグライ土か灰色低地土で，稲

わら全量還元の外には特別な土壌改良

はしていない。

超多収品種はそれぞれの特性を生か

せるほ場で適切な肥培管理を行なえば，

1 t/10a以上の高収は可能と思われる

が，低コスト生産を目標とするプロジ

ェクトのため，実証はされていない。

緩安却金肥料による多収穫

前述した多収穫事例の中に緩効性肥

料により，基肥のみ又は追肥回数削減

の例が含まれている。現在では緩効性

肥料の使用は慣行となっているが，多

収穫における先駆的な事例として紹介

する。

表 9は山形農試の現地試験の例で，

一度の緩効性肥料の追肥と 2~4 回追

肥の慣行追肥との比較である。 25例中

22例で平均 4%増収した，表はそのう

ち70Okg/1Oa水準の 6例である。

農研センターでは緩効性肥料の基肥

のみによる多収の可能性を検討し，外

国品種ではあるが800kg/10a水準の収

量を得た。結果を表10に示した。また

窒素の吸収パターンの緩効性肥料区と

硫安分施区の類似性を図 1に示した。

表10の収量構成・決定要素にも両区の

類似性が示されている。

表 9. 追肥における緩効性肥料の効果
(kg/l伽)

品種
収 互主主主主 追 H~ 

慣 行 緩 効 性 上じ 慣行 緩効性

713 701 98 7.8 (2) 5.3 (-36)本

ササニシキ 724 758 104 2.6 (2) 6.0 (-23) 

743 769 103 5.5 (4) 6.0 (-39) 

732 778 106 3.5 (2) 6.0 (-37) 

キヨニシキ 712 767 108 3.5 (2) 6.0 (-27) 

705 679 96 3.5 (2) 3.6 (-43) 

*出穂前日数 (山形農試，田中:1985) 

表10分施区と緩安却金肥料区の収量及び収量構成要素の比較

(水原258号)

区
精玄米重 穂数 モミ数 登熟歩合 千粒重

(t/ha) (本1m2) (X 102/m2) (%) (g) 

硫安元肥 8.23 447 455 81.1 22.3 

硫安分施 8.70 415 486 82.2 22.0 

緩効元肥 8.66 424 474 83.0 22.5 

*施肥窒素200kg/ha(元肥区)， 120+40十40kg/ha(分肥区)(農研センター:1990) 

図上窒素吸収パターン(水原258号)

， わら無施用区
200 I 

窒

震160

収

且 120

n
H
V
 

口
δ

σ
h
/
a
 

k

/

h

 

40 

， ， 
.t .. ・

0"'... -¥ 
' 無窒素区

... .... 

無窒素区 y ， 
，IJ' ， 

p ， 
v 

t ， 
，IJI. 

tI' 

1000 2000 3000 

積算寄且度 (OC) 

1000 2000 3000 

積算討晶度 (OC)

(農研センター:1990) 
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雪の山
____l__... 

jL るす動万当之
ター

肇

立山カルテ:ラ砂防博物館

飯 田

写真2. 高さは20cmにも達する雪の壁

(雪の大谷)

1 .はじめに

富山県は ，水が豊富なことで有名だ。その水の

源をたどると， 3000メートルの標高を持つ北アル

プス立山連峰の雪にたどり 着 く(写真 1)。立山

の年降水量は6000mm以上と推定されるが，その

うち半分近くを雪が占めている。立山の雪は，そ

の標高により 量が大きく変化する。図 1に1990-

写真 1.膨大な量の雪をいただく冬の立山

.'、
" 

91年冬期の標高別積雪深分

布を示す(矢吹 ，1992) 0 

平野部の富山市(標高 9m) 

では，最大積雪深は50cm

程度で積雪期間も 3ヶ月程

度だが，室堂平(標高2450

m)では，最大積雪探は 8

mを超し積雪期間は何と 9

ヶ月にも達している。付近

の吹きだまりではさらに積

雪が増し ，雪の大谷では除

雪 した雪の壁の高 さが20m

に達することもあり，訪れ

た人を驚かせている(写真

2 )。まさに世界でも有数

の豪雪地帯である。

積
雪
の
深
さ

(
c
m
)
 

100 悶孟'-'-，di(lOm)--'
ロ円111ft、'i'(400m)

lロ 美火、|正(lOOOm)

i ~ _ :.む" ì:i: 、I白f_4哩凶 “

立山の標高別積雪深分布図 1. 
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2 .立山の積雪変動

立山室堂平において 冬期に積雪量や積雪内部

構造の観測を継続的に実施した。

2-1.積雪量の変動

立山室堂平と富山市における1975年より2000年

までのー冬期間の最大積雪深の経年変化を図 2に

示す。室堂平の記録は立山黒部観光株式会社によ

り， 富山市の記録は富山地方気象台により観測さ

れたデータを使用したり

ここで特に注目 されるのは 1986年以後の平野

部での少雪傾向である。図より 14冬期間，最大積

雪深が75cmι"l~.の年が続いている 。 ところが ，

室堂平の値をみると ，同様の傾向はみられず，む

しろ1989年 ，1991年 ，1993年 ，1996年， 2000年の

ように最大積雪深が極端に多い年も見うけられ

る。また，そのような年に

はさまれ，1988年のように

極端に最大積雪深が少ない

年 も見うけられ，年々変動

が激しいのが近年の特徴と

なっている。平野部で豪雪

であ った1981年 (56豪雪)

にみられるような，平野部

でも山岳地域でも最大積雪

深が多い傾向は，近年ほと

んどみられない。

この原因については ，冬

期間の気候の変化が考えら

れる。図 3に，富山地方気

象台により調べられた富山

市における冬期間 (11月~

3月)の降水量と降雪量

( 1日間に積も った新雪の

深さを冬期間にわたり積算

した値)の経年変化を示す。

1987年以後の降雪量にみ

られる顕著な少雪傾向は，

降水量変動にはみられな

L 、。つまり，降水としては

平年並みに降っているのだ

が，平野部では降水が雪 と

しては降れないことがわか

これらの膨大な量の雪は， 春先から初夏に融解

し下流に住む私たちにと って貴重な水資源とな

る。しかしながら 厳しい自然条件で観測が困難

なため ，立山の雪の実態については未だ不明な点、

が多い。さらに，近年地球温暖化が叫ばれている

が，その影響により北陸地方では降積雪特性が激

変している。平野部で積雪が極端に減少している

のだ。 しかし ，立山等の山岳地域でどんな影響が

現れているかはよくわかっていない。

そこで，山岳地域の雪の変動傾向について調べ

るために ，立山で積雪量や積雪内部構造の年々変

動を観測し平野部での結果と比較した。この種の

高山地域での観測例は日本では数少なく ，基礎環

境情報として重要だと思われるのでここに概要を

紹介する 。

富山市と室堂平における最大積雪深

一引
一

闘。

図 2. 

1000バ

900: 1 

最 i

大 800'

積 700'一1
雪 ，
J河 600ト
，~ 

(500ij 

c 
m 400. 

300-

200:' 

) 

志五吾主1
il.'!l降ゴ主主;

富山市における降水量と降雪深図 3.
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る。これには，冬期間の気温の t昇が関係してい

ると推定される。

そこで，山岳地域でも平野部でも雪の多かった

1980 -81年の冬期と 反対に平野部では極端な少

雪だったが山岳地域では多雪だった 1988-89年の

冬期における融解高度の季節変化の推定を試みた

ので図 4に示す。

2-2. 積雪内部構造の変動

室堂平の積雪の内部構造を調べるため， 最大積

雪深の時期である 3月下旬に積雪断面観測を行っ

た。この観測は 8mに及ぶ積雪を地面まで掘り

下げて雪の断面を作り ，層位， 密度， 雪温，化学

成分分析用試料，粒子分析用試料の採取等を行う

ものだ。写真3に観測の様子をに示す。

図 4. 融解高度の季節変化 (1980・81年・ 1988・89年)
1973年-1996年の問の室

堂平における積雪内部構造

を図5にまとめて示す(飯

田他， 1997)01973年の観測

は，中川他 (1976)により

実施された。肉中ICは積雪

層中の氷板 ，DLは黄砂等

の汚れ層である。

2500 一一一一一~_.'P"" 一一一一
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解層を含まない 。

まず， 1973年の層位図を

みる と， ・印で示す層厚

100cm以上にもおよぶ顕著

なしまり 雪層が数層みられ

る。この層は，顕著な冬型

の気圧配置が続き 一降雪期

(数日間)で形成されたと

考えられる層で，均-で融

積雪層位から推定する限り ，一般に地上気温が 20Cの時に降水が雪となる縮

率は50%とされているので， 富山市で、の旬平均気

温に0.60C/100mの気温減率をかけ，各時期に 2
0
C

の気温域がどの標高にあるのかを推定した。図中

の点、線は，旬平均気温の平年値より推定した 20C

線の平年値である 。

1973年の冬期は冬塑が卓越持続 したと考えられ

る。1985年の層位でも 同様の傾向がみられる。

これより， 豪雪であった1980-81年冬期では ，

12月中旬-3月上旬まで2
0

C線は標高 Om以下に

あり， 平野部で も十分に雪が降れたこ とがわかる 。

方，平野部で暖冬少雪であった1988-89年冬

期では， 20C線は 1-2月の厳冬期でも標高300

-600m付近で、変動している。これより低L、高度

では雨が降る確率が高くな っていたと考えられ

る。 しかし，これより 高い山岳地域では， 気温が

上がっても降水は雪として維持され，そのため図

2にみられるように最大積雪深が大きな値となっ

たと考えられる。これより， 厳冬期の北アルプス

でも低標高城では雨が降る頻度が高くなっている

ことが予想される 。

写真3.立山室堂平における積雪断面観測
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(写真 5)。近年の渦暖化

以前には発生していなかっ

た雪崩である。

大規澱乾雪表層雪崩(ホ

ウ雪崩)の発生には，積雪

内の弱層が強く関与してい

る。近年の温暖化により ，

図 5にみられるように積雪

内部構造が複雑化し.積雪

内にざらめ雪層や氷板等の

層構造が多くみられるよう

になった。ざらめ雪層や氷

板の存在から冬期間でも融

解が頻繁に起きていること

が示唆される。積雪表面近

くで融解が起きると oocの

雪層ができ，放射冷却等の

条件が整えばこの上に積も

った新雪層中で大きな温度

写真4.大規模な乾雪表層雪崩(ホウ雪崩)

図 5.立山室堂平における積雪内部構造
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一方， 1989年以降の年の層位をみると ，顕著な

しまり雪層は全積雪層を通して 1~ 2層である 。

むしろ， 0印の融解再凍結を繰り返して形成され

るざらめ雪層や氷板汚れ層が小刻みに分布し

ている傾向が読みとれる。

このような変化の原因として冬期間の気温の上

昇があげられるが その背景には気候型の変化が

考えられる。冬期間に降水をもたらす代表的な天

気図型には，西高東低の冬型と温帯低気圧型があ

る。これらの出現頻度が近年逆転し，冬型による

降雪とともに低気圧型の降雪の占める割合が増加

していることが指摘されている(横山他 ，1990)。

3.近年の雪氷災害

これまで述べてきたように 立山山岳地域の積

雪は，その量，質ともに，近年の気候変動ととも

に大きく変化している。それに伴い，この山城で

発生する雪氷災害の形態にも 変化の兆候が現れ

ている 。以下に，いくつかの事例を紹介する 。

近年，立山周辺で、は， 1991年に大日平，1996年

に称名滝周辺， 1997年に剣岳池ノ谷等で大規模表

層雪崩が発生し， 人や建物に大きな被害が及んで

いる(写真4)。中には 樹齢12{}年を越す大木の

幹をのきなみへし折って流下した雪崩もみられた

写真5.雪崩により被害を受けた樹木
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勾配が生じやすくなる。このため雪崩の弱層とな

るしもざらめ雪層が成長する。近年の温暖化が，

弱層形成にむしろ有利に働いているのだ。

さらに， 2000年の冬期は特徴的な天候が続t'~た

ため，積雪層中に不連続層が生じ，雪崩や雪庇崩

壊による遭難が多発した。 12月にある程度の積雪

が生じた後，従来は一番積雪が増す寒冷期である

1月上中旬に好天が続き 積雪がほとんど増さな

かったのだ。この時期に表面の積雪は変態して脆

い雪層を形成した。その後， 2月中下旬になって

から強い冬型の気圧配置が連続して， 1月の弱層

の上に一気に多量の積雪が形成された。そのため，

大変不安定な積雪が広範囲に分布した危険な状態

であったと思われる。実際， 3月に入ってから，

5日に大日岳で大規模な雪庇の崩落事故があり 2

名が死亡し，また15日に日照岳でも 1名が雪庇の

崩落により死亡した。さらに， 3月27日に笠ケ岳

で観測史上最対投の大規模な表層雪崩が発生し 2

名が死亡した。これらの事故は，上記のこの冬独

特の積雪の不安定さが要因となっていると考えら

れる。

これまで乾雪表層雪崩や雪庇の崩落について述

べてきたが，立山近隣の黒部"炭谷で、は標高が1000

m前後と低いために，冬期でも雨が降る頻度が増

している。このため 本来なら融雪期に発生する

融雪地すべりや雪泥流が冬期に発生している。

1992年 3月 1日に黒部峡谷仙人ダム付近で，雪崩

のデブリが黒部川を堰き止めて作った雪ダムが決

壊して大規殺な雪泥流となって流下し，死傷者 2

名，発電施設破損の大被害をもたらした例がみら

れる。

4. おわりに

以上に述べたように，立山等の山岳地域の積雪

は，水資源、として下流域にとって重要な役割を果

たしている。温暖化により山岳地域の積雪特性が

変化すると，その影響は河川|への流出時期や流出

量の変化として現れ，水循環にも大きな変化が生

じるであろう。地球温暖化の影響評価の必要性が

叫ばれている昨今，その実態をより深く理解する

ためには，山岳地域での積雪や気象のモニタリン

グ調査を中断亮しデータを蓄積することが必要不可

欠である。

さらに，立山で、積雪や気象観測を継続すること

は，冬期モンスーンにより大陸から運ばれてきた

浮遊物が最初に落下する地域であることから，大

気のパックグラウンド状態のモニタリングにも大

変適している。

かつて大伴家持が眺め詠った立山の白雪は，激

動する気候変動をのぞく窓となり，今も私たちに

語りかけを続けてくれる。
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加賀能登の特産・伝統野菜(5 ) 

E 昭和・平成時代

昭和の初めは，国際的に第一次世界大戦とロシ

ア革命，国内的には米騒動，関東大震災や農業恐

怖とそれに続く第二次世界大戦と敗戦。このよう

にめまぐるしく変転した昭和は 敗戦と国土の荒

廃という中で第一歩を踏み出した。農村の復興を

背景に新しい槻1の開発からプラスチック被覆資

材 ，肥料，農薬の出現から施設化や作型の分化，

そして栽培の省力化が進んできた。また，かん水

施設の出現から不毛の地である砂丘地の野菜づく

りが発展してきた。

一方，昭和の初めは民間による育種が盛んで，

金沢節成キュウリ， 三谷キュウリ，加賀白菜，打

木源助ダイコン，打木赤皮甘栗南瓜， 金沢太キュ

ウリ ，白花フジ豆など多くの野菜が生み出された。

昭和の中頃から現在，米の生産調整と兼業化，

農村の都市化と過疎化の進む中 道路網の劉首等

で新たな野菜の産地が定着してきた。

1 .打木源助(源助ダイコン)

来歴

源助ダイコンは金沢市打木町の篤農家故松本

佐一郎氏によ って育成されたものである。松本氏

写真 1.源助ダイコン

石川県農業情報センター

主任農業専門技術員

之〉、
寸 井 周

は，昭和 7年に愛知県の井上源助氏が宮重系統の

中から早生種で生育の旺盛な切太系の固定 したも

のを導入し，在来の練馬系打木ダイコンとの自然

交雑によってできたものを毎年選抜し，昭和17に

今日の源助ダイコンに育て上げたものである。

栽培の歴史

源助ダイコンは 昭和26年からスイカ・カボチ

ャの後作として導入された。昭和33年にかん水施

設(スプリンクラー施設)の導入によって，本格

的に栽培されるようにな った。昭和35年には源助

ダイコンの共販取扱高は 3000トンに達している。

源助ダイコンは，ずんぐりとした円筒形で，肉

質が柔ら かく肌がきれいなことから ，天下一品と

関西市場で評価され石川県の特産物として不動

の地位を築いた。しかし，長年栽培 されてきたが ，

長形のF1品種の出現や出荷時期などの問題もあ

って，25年ほど前には約250haあった栽培面積が，

今ではおおよそ 3haに減少している。

品種の特性

根部の形状は根径 8cm ， 根長22~25cmの短円

筒形で尻のつまりがよい。生育が旺盛で，ウイル

ス病や萎黄病にかかり にくいがス入りや空洞症が

発生しやすい。

現在，種子は石川源助大根， MK一石川源助 2

号，改良打木源劫 大根で市販 されてる。

栽培の特徴

播種の適期は短く， 8月下旬前後で， 8月上~

中旬での勝重では高温防止とウイルス病回避のた

め寒冷紗 トンネル栽培が必要となる。

播種の適期は，普通栽培で 8 月20 日 ~27 日であ

る。遅まき栽培の限界は 9月10日頃である。収穫

は播種後55 ~60 日目で このころが肥大もよくス

入りも少ない。
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主な産地と旬

産地と収穣期:金沢市安原地区，珠洲市/

10 月下旬~12 月上旬

旬 :仲秋~晩秋
うつ ぎあかかわあま くり

2. 打木赤皮甘栗(打木赤皮甘栗かぼちゃ)

来歴

打木赤皮甘栗かぼちゃは，昭和8年，金沢市打

木町の篤農家故松本佐一郎氏が福島県から赤皮栗

(大正の 5年頃，福島県会津で成立した品種で会

津栗，甘栗とも呼ばれる。→西洋かぼちゃの走り)

を導入し，着果性，色のよいものを選抜し，育成

した。昭和18年頃にほほ完成し 戦後発表された

品不重である。

写真2.打木赤皮甘栗かぼちゃ

写真3.打木赤皮甘栗かぼちゃ

栽培の歴史

戦後，金沢市安原地区で打木赤皮甘栗かぼちゃ

の栽培が広まり 昭和27~28年頃から京阪市場で

圧倒的な人気を博した。当時のかぼちゃとしては，

果色が鮮やかで美しく，果肉が厚く，甘いことか

ら金沢市の砂丘地はもちろ ん 関西・関東方面に

も栽培が広まり，各地で好評を博した。その後，

需要の減退から栽培は減り 現在ではわずかなが

ら栽培され，金沢の料用の彩りとして親しまれて

いる。

品種の特性

形は円錐栗型で，果肉は厚く粘質で，し っとり

とした昧わいである 。極早生で，着果もよく ，食

|床も良好で果皮の朱色が鮮やかな品種である。 1

果重1.1kg位で、ある。

主な産地と旬

産地と収穫期:金沢市打木町/

6 月中旬~7 月中告

旬:夏

3. 金沢太胡瓜(加賀太キ ュウリ)

来歴

金沢太胡瓜は，昭和11年に金沢市久安tIlJの篤農

家米林利雄氏が仲買人から煮食用きゅうりの種子

を200粒譲り受け 近在の野菜農家 7人に分けて

栽培したのが始まりである。その当時の太キュウ

リはウリに近く， 三角形で、黄昧だったという 。 し

かし ，長い年月の問に ，近在で栽培していた金沢

節成りキュウリとの自然交雑によって，果筏は一

角形からメび未帯びた形に 果色は黄色から濃緑色

へと変化し，現在の太きゅうりができあがったも

のである D

写真4. 加賀太キ ュウリの収穫風景

栽培の歴史

昭和27年に栽培面積が 3haに達したのを機に金

沢市が名付親となって金沢太胡瓜と命名し，金沢

特産の煮食用きゅうりとして世に出た。
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写真5.加賀太キュウリの生育風景

現在では，栽培法も当初の露地栽培からハウス

栽培や温室栽培に変わり 産地も金沢市街地の =

馬地区から昭和45年頃近郊地区の打木地区に移

動し，地元を始め京阪神市場ヘ加賀太きゅうりと

して出荷されている。

品種の特性

果長22~27cm ，果径 6~7cmの白いぼ太キュ

ウリで， 1果重が 1kg'こもなる。節成りにはなら

ず，株当たりの収穫は10数果である。

栽培の特徴

半促成栽培が主で 一部抑制栽培も行われてい

る 。 整枝法は子づる 2 本仕立てとし，主枝は15~

20節で摘心し， 7節以上の側枝は 1葉を残して摘

心し，着果は 2~3 節に 1 果つけるようにする。

主な産地と旬

産地と出荷時期 :金沢安原地区 ・高松町(米林

利栄)/5 月上旬~11 月下旬

旬:初夏~盛夏

4. つる豆(だら豆)

来歴

つる豆は当県で呼ばれている名であり，正式に

はフジマメのことである。フジマメは「野菜種類

・品種名考J(青葉高著)によると，インド，東

南アジア，中国などで広く栽培されている。日本

への渡来については 平安時代の新撰字鏡 (900

年頃)，本草和名 (910年頃)などにフジマメがあ

り，渡来年代は古い。また隠元禅師が1650年頃中

国から導入したという説もあり 近畿・関西方面

を中心に栽培が多~'¥ 0 

写真6. だら豆

フジマメには地方名が多い。江戸時代の地方名

を載せた物類柏担乎 (1775) には，関西でインゲン

マメ(隠元豆) 伊勢でセンゴクマメ(千石豆)

と呼ばれている。千石豆とは豊産を意味する名称

で，岐阜・愛知両県ではマンゴクマメ(万石豆)

と呼ばれている。このように収量が多いことから

本県では「だら(馬鹿) 豆」とも呼ばれている。

また一説には， Iだらでも(馬鹿でも)作れる」

と云ったところからついた名らしい。

栽培の歴史

本県でいつ頃から栽培されていたか ，詳しいこ

とはわかっていないが昭和20年代頃と思われる。

現在では金沢市山麓で露地裁培小松市近郊でビ

ニールハウスによる半促成栽培が行われている。

主な産地と旬

産地と収穫期:

金沢市花園地区/6 月下旬~11 月中旬

松任市一木地区・小松市末佐美地区/

4 月下旬~7 月中旬

旬:初夏~初秋

5.ハクサイ(松任の秋冬ハクサイ)

来 歴

日本ヘハクサイが初めて渡来したのは慶長 2年

(1866) ，本格的栽培が試みら れるようになったの

は明治になってからのことで 中国から導入され

た野菜としては比較的新しい経歴の野菜である。

本県では，戦前から手取川扇状地帯の水稲単作地

帯で栽培されていた。水田裏作としてのハクサイ
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写真7.秋冬ハクサイの生育風景

が，本格的に栽培されたのは昭和24年に入ってか

らである 。

栽培の歴史

ハクサイの本格的な栽培は昭和24年からであ

る。昭和28年に練床育宙の普及に伴って急激に栽

培面積が増大し 昭和29年には金沢市と石川郡の

合計が県全体の42%にな った。昭和28年から 10年

近く，木箱詰めのハクサイが北陸線松任駅(現在

のJR松任駅)から20両編成の貨車で関西市場ヘ送

られた光景は，金沢平野晩款の風物詩とな ってい

た。昭和38年代頃から農家の兼業化，価格の低迷，

根こぶ病の発生などから栽培面積は減少し，現在

では15hatこなっている。

品種の変遷

導入当初は，藩政時代から続く金沢市の松下種

苗が育成した「加賀白菜」を栽培。30年代後半か

ら「長交耐病60日」が主流をなし，現在では「福

宝60J，I大福;75J，I黄ごころ」の 3品種が栽培さ

れている。

加賀白菜の特徴

大正11年に「加賀白菜Jを完成した。葉が厚 く

て柔らかく， 1個が 4-6kgもある大型ハクサイ

が特徴である。

栽培の特徴

稲刈り後の排水の良い水田を選び、耕起施肥後

うね立てを行う 。 8月中旬-9月上旬に苗を定植

し，10月下旬-11月下旬にかけて収穫する秋まき

栽培である。

主な産地と旬

産地と収穫期:松任市，河北潟干拓地，穴水町，

内浦町/10月下旬-11月下旬

旬:秋冬

あとがき

加賀能登の特産 ・伝統野菜は 藩政時代から京

都 ，大阪，尾張などから人々の往来や情報によ っ

てもたらされたものが 7割 もともと 自生 してい

たものが 2割，独自にあみ出された野菜は 1割で

ある 。こうした野菜は，野や ，海 ，川と豊かな自

然に恵まれた加賀能登の各地に息づき，四季折々

に栽培 され食卓を飾ってきた。このように郷土の

先人たちが育んできた野菜栽培を受け継ぎ，後世

に伝えるとともにこれら野菜を生かした加賀能登

の食文化を永く伝えたい。

写真8. 伝統野菜

また，伝統野菜は資源として守らなければなら

ない。昔から特定の地域だけで作られてきた独自

の特徴を持った野菜で すでに晴好の変化から斜

陽化の道をたどった野菜もある。「金沢節成キュウ

リJ，I三谷キュウリ J，I加賀一本太ネギJ，I加賀

白菜」などの伝統野菜 ・地方品種の保存と伝統野

菜の特徴や来歴栽培状況、採集状況などの実態

を把握し ，後世に伝えなければならなt'10 

取材協力

金沢市農業センタ一 石川県農業総合研究セン

ター(野菜科，砂丘地農業試験場，河北潟分場，

能登分場)，各農林総合事務所農業改良普及部，

松下種苗庖 ，JA全農石川県本部米穀園芸部営農推

進課， JA金沢市園芸課，JA金沢市小坂支所

普及員OB:新谷 雄，田中喜博，赤池弘義 ，

山口広，林勇雄

農業者:中川健二郎(金沢市南森本)，山根多

喜次 (金沢市泉野出)，虎本修一 (金沢
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市泉野出)，柿本庄一郎(金沢市諸江

中丁)，東川澄雄(金沢市御所)，徳田

正二(金沢市加賀朝日牧)，向井勝二

(金沢市俵原)，中回数夫(金沢市地代)

写真提供

石川県農政課，金沢市農業センター，石川県農

業協同組合中央会 柴田書庖小松農林総合事務

所農業改良普及部 石川農林総合事務所農業改良

普及部，津幡農林総合事務所，羽昨農林総合事務

所農業改良普及部 七尾農林総合事務所農業改良

普及部，珠洲農林総合事務所農業改良普及部，松

下種苗庖
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砂丘地農業試脚碁 山辺守著平成12年 4月

これからの加賀マルイモづくり:石川県農林水

産部(久田隆著) 昭和49年 1月

ほくりくの特産物:北陸農政局統計情報部
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(財)食品流通構造改善促進機構平成12年 3月

金沢青果商百年:金沢青果食品商業協同組合
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聞き書石川の食事: (社)農山村文化協会

昭和63年 6月
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北国新聞社平成 5年 1月

石川県災異史・昭和36年

参考パンフレッ卜・新聞記事

特産打木大根の栽培について:松本佐一郎著

昭和33年 7月

金沢の昧(金沢特産野菜のおいしさを生かした

料理法) :金沢市

食べてみまっし加賀野菜:金沢市

加賀野菜おいしい昧の話:

金沢市農産物ブランド協会

土からのメッセージ加賀野菜誌:昭和57年

北国新聞社連載記事(砺波和年，

現テレビ金沢報道制作局長文責)

ほくりくの野菜物語・平成 6年

北国新聞社連載記事


